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○桐生市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針の策定について 

 

 

１ 基本方針策定の背景 

   児童生徒の減少に伴い市立小中学校の小規模化が進行しており、教育環境や学

校運営などに様々な影響を及ぼすことが懸念されています。 

   一方、国では、公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する

法律を一部改正し、令和 3 年 4 月 1 日から、小学校の学級編制の標準が段階的に

引き下げられています。また、群馬県においても、少人数学級に関する取組の充

実を図るなど、社会情勢の変化に伴い教育制度が大きく変化しています。 

 

 

２ 基本方針策定の趣旨 

   児童生徒にとって、より良い教育環境の構築と質の高い学校教育を実現するた

め、市立小中学校における学校規模の適正化や将来を見据えた学校配置の在り方、

少子化に対応した魅力ある学校づくりなどに関する基本方針を策定するもので

す。 

 

 

３ 桐生市が目指す学校教育 

   桐生市では、桐生市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策につい

て、その目標や施策の根本となる方針を定めるため、令和 2 年 12 月に第 2 期桐

生市教育大綱を策定しました。 

   教育大綱では、基本理念である「桐生の未来を担い、世界に羽ばたく人づくり」

を実現するため、6 つの基本方針の 1 つとして「学校教育の充実」を掲げており、

桐生ならではの特色ある教育の充実を図るほか、良好な教育環境を確保するため、

学校の適正配置を推進するとしています。 

 

 

４ 基本方針の位置付け 

   基本方針は、桐生市第六次総合計画及び第 2 期桐生市教育大綱等との整合を図

り、今後の市立小中学校の適正規模及び適正配置の基本的な考え方を定めるもの

です。 

 

 

５ 基本方針の見直し 

   基本方針は、国や群馬県における教育制度改革や、次期桐生市総合計画及び桐

生市教育大綱の内容、児童生徒数の変化等を踏まえ、必要に応じて見直すものと

します。 
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６ 今後のスケジュール 

 

令和 3年 6月  アンケート調査（保護者・児童生徒・教職員）【資料５】 

令和 3年 7月  第 1回審議会（委嘱状交付、諮問） 

令和 3年 9月 

～10月 

 第 2回審議会 

 （アンケート結果、適正規模・適正配置の基本的な考え方） 

令和 3年 11月 

～12月 

 第 3回審議会 

 （適正規模・適正配置の基本的な考え方、少子化に対応した

魅力ある学校づくりの在り方） 

令和 4年 2月 

～ 3月 
 第 4回審議会（中間まとめ） 

令和 4年 5月 

～ 8月 
 第 5回～第 7回審議会（答申案） 

令和 4年 8月  審議会から教育委員会へ答申 

 


